









































































































られる炉1;(.1'[布効Id¥tldl(})波長依作性 [18]を手'1川した成長分雌 7 パイス
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第 3 軍司 t 面七 lLJit~活形成，_必要"情稼位置合わせに閉して述、る情
街位置合わせのために本研究で1t情隔を行うストライプ情道が回針裕子として峻
能寸るこ止に注目して光回折を利用した位停電介わせ法を健案するこの位置合
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( I _ _， ，1 I a! v.l-;τV"H(r.t)l=一寸コH(r.l) (2.3) 
¥'九円 ) c.o/ 
が得りれるなおニこでは傑質による影響は銑電率にのみ存在し、透磁患は機質












&，(r) = ~V"吋山] 削)
としづ形式で表すことができるeここで、工はすべての逆緒子ヘクトルに対する和




































































ル O. 7 ~司ー/よ~之君ヨ弘、JLJ
/宅斗4三三三ヘ ~O.6 t'半/ 、 ¥を4
/〆 /1" ")0.5"玄~γ )'"辛司
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五~g I1 1 1 1 11 
Eι4 1ド寸" 1 /1 1 
i O. 31 1 1 ¥ 1 / 1 1 1 
月0.21 1 1 ¥ I / I I I 
出0.111 1 ¥11 1 I 1 
(a) (b) 
[.i123 貌電体時をダイヤモンド情追に並べたしのぴ)(3)プリルアンゾー 〆と伶)バF〆ト情
"， W点とU点近傍の編退が解"完全，.，;_.-ドギヤツフ A明~!，~されごL も
ど l -t~~'i(，に閥慢 CあるためブA トニック結品会実現サるために1-1. JJJ作製が符易
td局遊会m，もど要治やJる
こニでダイヤ-{-;.，-ド構造と 2.2.2節守述パた球から情成された而ι立方情遣











[.，<J2.1 ス l ライノ~.崎両心ゼIi情庄の慣式閃 スlライツ偶造会交'I_i:(i'[交"
'1ご帽梢(':'Ii').1均時嶋崎i:.t'!tfu心立Jit.遺1刷期{附当!ろ




4! 1の燦質(空気)中，~周期 T 線悩n4街さl.27ï4 の比訴従事 1095 (/)~葉
質 (GaAs)からt，るストソイソにより情成された情活全仮~し日つ正ししげ l創，C 江













f小別され/'/ドキ 1ノノ)起凶!る減終か催必、れごし、ゐ[2.1J L/，し々が j































凶 2，7 ノ寸ト ノクをお，¥I，'JPlll先(リエヒタキン、ル成長 (11)2次Jι娯判健造
山形，，'(.(';1)ウ v 融情(".)必然 ιノチング(，-)r.1lfj (iiL). (;v)の
ぬ~'!~し t よ旬3次元刷期情造会形成図It ， GaAs系"“そ"，1ごス
l ライゾ憎附耐七 l'f_)i!情必合作製 4 る係 t-~.j， -l この'.合全気と
GaAsの屈折 1:'"が]，3，3e大きL吠め(ν}の繰り返し:t2-3制限度
ご十分と巧えられる
(1) ./ Aトユソク結品形1.，層上に反応性イオンエッチング (Reactiveion 
et.，hing: RIE)などの下噂体微細川J技術により 2次江基本情oを形
，/i: 。u) f.剛(l i) で得りれたヅ~ハを、 2次，é)，長本J，II: i苫どソしが後触 f るよソに司直
































噂性 [2fi] があることから、(4)の屯流注入も実現可能である特に、 (2)~(4) につ










































L~I 2tI: ('1，/11， =19.5蛇口n/50射氏、d泊予i'" ノグ〆グ長
l副書+状"処'，\'1物，~.}I し~( "，~ 
t~j :1 !): ('1，/11，" i乱。n/，18健主m"，J;l場合h ノグ/グ炎
l針悶 :!8i鳩合ど比般ぃ，:.JI，常;:'i'滑なl.rfン
グ伊達成汁~ ~'t 、るご i:.~' .1 川。
31 
そこで、メタン組成と反応ガスの釦止を下げ、 CH，流歯止7岡田 H，流盆4.
















































凶 600ト I " 0: I II コ I 11 
54帥ト / I i 



























閃 2.12 幌水化処理をした僚にウエハ継者・8量販織離合行司た徹子 舗火山聞いた
闘機や融暑が不完全で浮き，-，円t領犠が見られo，
35 
回 2，¥:1 ウエF 融者時にOHJj引分解気化。ニよりtじるガスを外部に微IHできる
上うlしたハタン伺 2.111示Lr:ハタ/ω刷陣れニi<tHの外[lf，1こ通じる
20μmヒソチのストライアハタ/を形厄え





A1o ，Ga. ，As 引恥、るニの材料系，~おも、口 t 般的に NH，OHとH，oの混
合防M更に凶 Ga.-¥sのみ{!-， HFや HCI湾によりAlGaAsのみ会選択1't'1.:.市解で
きることが知られている131]しかし々 がら、 NHρH:H，O，= 1 :20でGaAsを二L
yチング後プァ四時緩衝(~tff(H l-' :NH ，F= 1:6/，民合法椛]1こよりAl.，Ga.fo
帽をエッチングしたところ表面に閃 2.1:):.:示寸ような残留物が見られたとの現
綾Itプッ酸緩衝熔t阪のl¥:t)りに HCIを用いても同僚に生じた
この原因は以下のよフに考えられる t-J'GaAsωェァチ〆グ11，NH，OH + 








GoA，エγ チングU刈予と同僚に H~O~ により AIGaAs が齢化されるが般化された
AIGaAsは安定て..あるため NH，OHでl計量とんどエッチングされずエッチングが
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!{ :1.1 スkノイノ州柄l“七、"!.Ji偶追を見'μ1 ド<"防 ~~)J冶桜山ストラノノ l











































































'" 1酬 θ T (3.5) 
であるから、式 (3.4)1'.'(.)0のE買を梢去寸ることにより、 n次回新光の回折光強度は
炊のよフに求まる
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RELATIVE POSITION (r) 
tc4u 相対位置に ~t-，)ろ..次(ヲ路線)， -1次4骸線)回析先U錦度変化ストラ
イソ間，.・lid= T 入射光班長ItA. =O.24STとしている毎回折光
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r~I:1 j スh ソ'ノ町-'J 1J:~ !，i il't:. ~t Iろ阿折!t.定作品q::町瑚





















開発した装置の傾式図を図 3.9外慨を図 3.10に示寸 e本鵠置はKarlSuss 





































!']:l，l() ，-，{メ/卜筑間山外観 (a) i'.'t.. "d~.(h)] 訊ぷゲ川 ]]{I/.' メJ
11，有外市 r'fi.BS . 、Hi円 ]L')^ノん
ト党.!I :~tι l 
3.42 位置合わせ実駿
1:'1' ('i執£験Lしご :1，1】日正ドー述、'>'(1)(りh"i!';:"' 行1<1('):，1'('，>変化しf
は今山土]，大川抑長『定変え ir'，白 1則 hに ;~;tr?_~_100μmc'!G品 h
J，U;，;-:I，]明日μm 均悩4μm 討さ 1三ドmv'，スゾノノ偽造ぇ1>/，
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[~J 3，1 刷矧 12μ岡山2枚のストライプの相川位置を変化δせf場合の φ】






(:1ヒル υJ比1r:lliSEM惚 I-.J':C十部 ノ'.:I.;IIlj(I)，川
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35 佐置ずれのフォトニックJ、ンドに与える影響
，いltlTん)1~花挽!'I(!けIjlL_'') り，;-;!γ100 nm 本;~;，，')，[)】同月芝
比例(;-~ ) ¥tλjιJ!/_L: ここごI仇 :_(J)的問世話;，:L，:，:1之、 yクハ:.-H崎市
"，〆J;~; 'IIi';" ご主、ろニιJハ :.-j.'!島込山前析に:lス J セル広{川
l'J)j，} 巴 I，~ ~ド付"パ :!2_1 j11 1 ご述、fこ守山i ，~安眠間 d し l叶じごある
い ド別法l民間jJご i 品川，1易，!_¥I，;il，_(.:r_f'(i[(本研究山地合:t，!fri心，r.)Jf帯内
4 ノ織の厄"， ilた情 J 在、~，勺 巧x勺り "L ス ，、 レルィ去ご:L1"くっ/).rJ)ljI_
"作者九 I主りそ仁il/~ ス ハ ヤ jレレ"F.;.)どしこの織り返しIこ上り
IA:り{.，I典主ご川}ろし勾んろ λ ノ、 七ルん巧える Lιりや tl!l.i_";!/、j'l，t.:る
してつJJ'(/)'j1.位冊子カ斗〆hる結晶禍造を巧えることができるためゆらぎや欠陥等の
入ったt.道，~対 J る解析が可能となることである






波織の変化の);が大きいため fれが大きくなるに従いパJ ドギ刊 yアの巾 L同
閃3.13 位置"れがハノl術進に与える膨審金調ハるため、ニ仮定した情遊の崎武凶






































1 周期 O.64J1mとする必要が有るこd刈寺の相対的な位置ずれは0.156となる.， 
これを閣3.15に点線で示寸 図よりハンドギャァプ幅1位置rれが無い場合の約
82%程1'.1:で減衰サることがわかるしかしながら、この状態のハンドギャップ似
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成し、般終的に凶 4_3:ニポ J ょうIt~ 、タノを SiN.~.;，\;に存成寸るその後、 RIE に
より GIlAs婦に深さ1.2μmのハタン会形成寸る
t<l41 ツォ1'--;/ク結晶領峨位置向喧合わせ閥横全形成するフォtリソグラフィ 周
Jスクハタンの慣式民ニのハタ/~周L 、てノ刈トリソグラプィ の後 RIEにより
GaAs焚歯肉 SLN，隈iハグン~tr.写}ろツォ!日ツク結晶傾峨Ii
I.$>d_amm'内に周期4μm線幅 1μmωストライブハタン位置・角度合
わせ州観織It3~3mm' 内に周期 12μm 線組 4μm"'スl ライブ格子ハタ












[-.[1.3. .時終"に GA.r\s.bニ形成される，、タν ハタ'"川襲、~: tJ.2 pnlであろ
'.に 2ωウ山、融箸ごあるがニぴ川署iこ1第3申C述、た(す拠合わせHrう



































部分が (c) のよ!:~!直I~') 合れせる Fと i よ" ノ ~'i ノク結，¥1，1;，'.:1 ペトソイゾ
iIf，功例交しご酬rきる
80 
['!1.5 イヤ ~l~;' ノ μ ノク入あ外通過問徴1貴僧
AJ必~t<
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ALlGNMENT ¥PHOTONIC CRYSTAL 
AREA 
[.].1 (i' ~伝子'.ソ λ ク (/J tQ A[<[ ノ，，-ノク市品市場域以外"部分を~，スク
















































11101 カÎul::/"Iけど行い ib' その大き3は (001) 万 /~Iル 0・として 0.40・の
健闘で変化δせた
84 
Id角0が0・40・左なる範聞で変化させf 測定結果を凶 4.10.こ示 f回，'， 上













b tI 111 1l 
WAVELENGTH [¥lm] 
し~J 1_10 他々の入射何度i 対 Iろ透過ス八クトル符叶"梢);向入射の場介と川保 7
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図4.14: (a)ストライブ繍層面心立方柵遣のプリルアyゾー 〆 (b)X'K''I.K間仰パrド
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情~~2 組作興し 5.2 飾で述〆、た方法により位置合わせ・ウエハ融着を行い 8
崩欄扇情道を作製した位置合わせ後の光回折{象を凶 5.4に不寸 払 y方向共に
回折像のハラ〆スが取れており良鮮な位置合わせが遥成されてし、るニkを示して
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